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遺
跡
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種
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城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
前
期
―
鎌
倉
時
代
、
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

Ｊ
Ｒ
二
条
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
い
、
平
安
京
跡
右
京
三
条

一
坊

一
町
１
人
町
の
地
の
発
掘
調
査
を
こ
こ
数
年
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
。

今
回
の
調
査
地
は
平
安
京
跡

右
京
三
条

一
坊
三
町
に
位
置
す

る
。
周
辺
に
は
宮
の
外
に
設
け

ら
れ
た
京
職
や
穀
倉
院
な
ど
の

役
所
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が

文
献
史
料
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、

当
該
地
は

『拾
芥
抄
』
「西
京

図
」
に
よ
る
と
右
京
職
の
所
在

が
想
定
さ
れ
る
場
所
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
で
検
出
し
た
遺
構
は
、
礎
石
建
物

・
掘
立
柱
建
物

・
柵
列

・
土

坑

・
井
戸

・
落
ち
込
み

・
溝

。
瓦
溜
め
な
ど
、
平
安
時
代
前
期
か
ら
鎌
倉
時
代

前
半
の
遺
構
で
あ
る
が
、
大
半
が
平
安
時
代
前
期
に
属
す
る
。
礎
石
建
物
は
、

礎
石
の
根
石
が
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る
程
度
で
あ
る
が
、
復
原
す
る
と
身
舎
が

二
間
×
五
間
の
東
西
棟
で
、
北
側
と
南
側
に
庇
が
付
く
。
し
か
し
、
身
舎
が
礎

石
建
ち
、
庇
が
掘
立
柱
と
い
う
特
異
な
構
造
の
建
物
で
あ
る
。
庇
の
柱
に
は
柱

根
が
残
っ
て
い
る
も
の
が
み
ら
れ
た
。
建
物
は
溝
に
囲
ま
れ
、
そ
の
溝
内
及
び

北
側

・
南
側
の
整
地
層
か
ら
、
多
量
の
遺
物
が
出
土
し
た
。

出
土
遺
物
に
は
、
土
器

（土
師
器
・
須
恵
器
・
黒
色
土
器
・
緑
釉
陶
器
・
灰
釉
陶

器
・
輸
入
陶
磁
器
・
製
塩
土
器
）、
瓦
類
、
硯

（円
面
硯
・
風
字
硯
）、
土
製
品

（土

馬
・
土
錘
）、
銭
貨

（富
寿
神
宝
・
饒
益
神
宝
）、
木
製
品

（題
袋
軸
・
漆
器
な
ど
）

が
あ
る
。

今
回
報
告
す
る
木
簡
は
、
「弘
仁
七
年
」
（八
三
ハ年
）
銘
の
題
箋
軸
で
、
調

査
区
中
央
付
近
で
検
出
し
た
湿
地
状
の
落
ち
込
み
Ｓ
Ｋ
四
六
六
か
ら
出
土
し
た
。

共
伴
遺
物
に
は
、
軟
質
緑
釉
陶
器
や
九
世
紀
前
半
の
上
師
器
な
ど
が
あ
る
。

ま
た
、
江
戸
時
代
の
土
取
り
穴
群
か
ら
も
、
墨
書
の
認
め
ら
れ
る
加
工
板
片

が
三
点
出
土
し
た
が
、
判
読
で
き
な
い
。

こ
の
他
の
文
字
資
料
と
し
て
は
、
礎
石
建
物
周
辺
か
ら
出
土
し
た
百
点
以
上

を
数
え
る
墨
書
土
器
群
が
あ
る
。
九
世
紀
後
半
に
属
す
る
灰
釉
陶
器
椀

。
皿
、

須
恵
器
杯

・
皿

・
椀
な
ど
の
底
部
外
面
に
文
字
が
記
さ
れ
て
お
り
、
「右
籍
所
」

「籍
所
」
「計
帳
所
」
「人
給
」
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
墨
書
土
器
は
こ
の
地

(京都西北部・京都東北部)



が
右
京
職
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
が
、
「籍
所
」
「計
帳
所
」
な

ど
文
献
史
料
に
み
え
な
い
部
署
の
存
在
を
示
す
点
で
も
注
目
さ
れ
る
。
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木
簡
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釈
文

・
内
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一二
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「□
□
□
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弘
仁
七
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（３
益
泉
伽
冨

釈
文
は
表
裏
と
も
同
文
で
あ
る
。
な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
京

都
産
業
大
学
の
井
上
満
郎
氏
、
京
都
大
学
の
西
山
良
平
氏
か
ら
ご
教
示
を
得
た
。

（伊
藤
　
潔
）

表

■
手
上

４

喝
刊

墨書土器 (1:2)


